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グランフロント大阪
日建設計＋三菱地所設計＋NTTファシリティーズ
（実施設計では大林組、竹中工務店と協働）

　旧貨物ヤードがあった地に関西再生を賭けた『うめきた地
区』の先行開発として『グランフロント大阪』が竣工・まち
びらきし、早や 2 年を迎えようとしています。すっかり大
阪の正面玄関の風景として馴染み親しまれ、ビジネスマンや
買い物客をはじめ老若男女を問わず多くの人々が行き交う場
所となりました。これは建物や施設の機能整備だけでなく、
企画・計画段階から現在の運営にいたるまで「まちを育てて
いく・ひとが育っていく」ことを大きなテーマとして取り組
み、順調に進化していることの証左だといえます。
　グランドオープンとともに始まったさまざまなイベント、
情報発信、他に類を見ない水と緑あふれる駅前広場、カフェ
の賑わいが滲み出す公共歩道空間の実現、梅田界隈を周回す
るお散歩バスの運行やレンタサイクルなど、来街者が訪れた
くなる魅力づくりのための「まちの運営」が行われています。
また中核施設である『ナレッジキャピタル』では、未来の生
活を提案するショールームやシアター・コンベンション・カ
ンファレンスの充実などのほか、新しいビジネスを創り出す
原動力となる『ナレッジサロン』では「人と人が出会い、つ
ながり、新たな価値を創造する」をテーマとして好調なスター
トを切り、国内外の各方面からも注目されています。
　延べ 56 万㎡を超える「まちづくり」と、人が集い賑わう
場のための「ことづくり」。これらが高次元で融合したプロ
ジェクトであり、次の時代への挑戦です。
撮影：日建設計　文：岡田耕治　第34回大阪都市景観建築賞大阪府知事賞受賞作品
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

二
〇
一
五
年
一
月
三
一
日
、
皇
居
お
濠
端
の

日
比
谷
通
り
に
面
す
る
東
京
會
舘
が
、
わ
ず
か

四
十
四
年
足
ら
ず
の
社
交
場
と
し
て
の
営
業
を
終

え
、
閉
館
し
た
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ

て
加
速
す
る
丸
の
内
地
区
再
開
発
計
画
の
一
環
と

し
て
、
同
じ
街
区
に
あ
る
東
京
商
工
会
議
所
ビ
ル

と
富
士
ビ
ル
と
の
共
同
建
替
え
事
業
に
よ
り
、
取

り
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
だ
。
私
事
な
が

ら
、
設
計
者
の
谷
口
吉
郎
の
生
誕
一
一
〇
年
と
な

る
二
〇
一
四
年
秋
に
金
沢
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会

﹁
谷
口
吉
郎
・
谷
口
吉
生
展
︱
金
沢
が
育
ん
だ
二

人
の
建
築
家
﹂
の
企
画
の
末
席
に
加
わ
っ
た
機
縁

も
あ
り
、
そ
の
最
後
の
姿
を
少
し
で
も
記
憶
し
て

お
き
た
い
と
思
い
、
閉
館
数
日
前
に
駆
け
込
み
で

立
ち
寄
っ
た
。
滞
在
し
た
の
は
午
前
中
の
短
時
間

に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
同
じ
よ
う
な
思
い
で
駆
け

つ
け
た
の
だ
ろ
う
、
こ
の
場
所
に
慣
れ
親
し
ん
だ

と
思
わ
れ
る
数
多
く
の
人
々
を
見
か
け
た
。
ま
た
、

一
階
ロ
ビ
ー
で
は
、﹁
東
京
會
舘
お
も
て
な
し
の

系
譜
﹂
と
題
さ
れ
た
特
別
展
も
行
わ
れ
、﹁
世
界
に

誇
る
施
設
な
が
ら
、
誰
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る

民
衆
の
た
め
の
社
交
場
﹂
を
目
指
し
て
一
九
二
二

年
に
開
業
し
、
関
東
大
震
災
と
戦
争
を
乗
り
越
え

た
初
代
の
建
物
︵
設
計
・
田
邊
淳
吉
︶
に
始
ま
る

九
〇
年
以
上
に
及
ぶ
歴
史
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

　

発
表
さ
れ
た
計
画
案
に
よ
れ
ば
、
今
回
の
建
替

え
に
よ
っ
て
、
日
比
谷
通
り
沿
い
に
一
部
低
層
部

を
残
し
つ
つ
も
、
全
体
は
地
上
二
九
階
建
て
に
生

ま
れ
変
わ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
お
濠
端
に
初
め

て
街
区
ま
る
ご
と
新
築
の
形
で
、
一
五
〇
ｍ
の
超

高
層
ビ
ル
が
出
現
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

こ
の
東
京
會
舘
に
谷
口
が
込
め
た
も
の
と
は
何

な
の
だ
ろ
う
。
竣
工
時
に
発
表
さ
れ
た
文
章
の
最

後
で
、
こ
の
場
所
に
流
れ
た
﹁
時
﹂
に
触
れ
な
が

ら
、
そ
の
思
い
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。

　
﹁
こ
の
会
館
は
江
戸
城
と
向
い
あ
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
室
内
か
ら
見
え
る
窓
の
景
観
に
堀
端
の
古

い
石
垣
と
水
面
を
借
景
に
し
た
が
、
工
事
中
私
は

そ
れ
を
眺
め
四
〇
〇
年
の
歴
史
に
耐
え
え
た
構
成

に
力
強
い
印
象
を
受
け
る
と
同
時
に
、
今
も
こ
の

地
帯
に
時
が
き
び
し
く
流
れ
て
い
る
の
を
感
じ
た
。

　

新
会
館
の
前
身
で
あ
る
旧
会
館
の
建
築
は
、
大

正
十
一
年
に
外
国
の
賓
客
を
迎
え
る
豪
華
な
社
交

場
と
し
て
こ
の
街
か
ど
に
登
場
し
た
が
、
翌
年
、

関
東
大
震
災
に
あ
っ
て
大
破
壊
、
修
理
さ
れ
て
営

業
を
再
開
し
て
い
た
が
、
時
代
の
暗
い
波
が
お
し

よ
せ
、
昭
和
十
四
年
に
は
大
政
翼
賛
会
に
没
収
さ

れ
て
営
業
中
止
、
敗
戦
後
は
占
領
軍
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
ク

ラ
ブ
と
な
る
。
解
除
さ
れ
て
再
び
華
か
な
社
交

場
に
も
ど
っ
た
が
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
老
朽
化

の
た
め
と
り
こ
わ
さ
れ
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

四
十
五
年
の
短
い
命
は
、な
ま
な
ま
し
い
歴
史
の
激

流
を
示
し
、
建
築
の
受
け
た
痛
手
も
ひ
ど
か
っ
た
。

　

今
も
そ
の
街
か
ど
に
﹁
時
﹂
が
流
れ
、
静
か
に

あ
る
い
は
瀬
を
早
め
て
は
い
る
が
、
都
会
の
哀
愁

に
囲
ま
れ
て
い
る
会
館
の
建
築
に
う
る
わ
し
い
余

韻
を
そ
え
た
い
と
、
そ
ん
な
思
い
に
私
は
包
ま
れ

て
い
た
。﹂︵
谷
口
吉
郎
﹁
街
か
ど
の
独
白
﹂﹃
新

建
築
』
一
九
七
二
年
三
月
号
︶

　

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
谷
口
が
旧
会

館
に
愛
着
を
抱
い
た
の
も
無
理
は
な
い
。
設
計
を

手
が
け
た
田
邊
淳
吉
は
義
父
・
松
井
清
足
の
東
京

帝
国
大
学
建
築
学
科
時
代
の
同
級
生
で
あ
り
、
旧

会
館
が
遭
遇
し
た
苛
酷
な
運
命
と
共
に
そ
の
顔
が

思
い
浮
か
ん
だ
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。ま
た
、

自
叙
伝
の﹃
建
築
に
生
き
る
』︵
日
本
経
済
新
聞
社
・

一
九
七
四
年
︶
に
よ
れ
ば
、
谷
口
は
、
南
隣
の
街

区
に
建
っ
て
い
た
旧
・
帝
国
劇
場
︵
設
計
・
横
河

民
輔
、
一
九
一
一
年
︶
も
、
少
年
時
代
に
父
に
連

れ
ら
れ
て
金
沢
か
ら
上
京
し
た
際
に
、
そ
の
立
派

な
外
観
と
豪
華
な
客
席
に
接
し
て
感
動
し
た
思
い

出
の
建
物
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
第
四
高
等

学
校
在
学
中
に
起
き
た
関
東
大
震
災
で
猛
火
に
包

ま
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
強
い
衝
撃
を
受
け
、
建
築

家
を
志
そ
う
と
決
意
し
た
の
だ
と
い
う
。

　

歴
史
は
不
思
議
な
縁
を
結
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
そ

ん
な
谷
口
が
、
そ
れ
か
ら
四
〇
年
以
上
の
時
を
経

て
、
震
災
と
戦
災
で
大
き
く
被
害
を
受
け
た
も
の

の
改
修
を
施
さ
れ
、
戦
後
ま
で
長
く
使
わ
れ
て
き

た
そ
の
帝
国
劇
場
の
改
築
の
設
計
を
手
が
け
る
こ

と
に
な
っ
た
の
だ
。
や
は
り
今
回
の
東
京
會
舘
の

建
替
え
事
業
と
同
じ
く
、
隣
接
す
る
建
物
と
共
に

街
区
全
体
が
国
際
ビ
ル
と
な
っ
て
、
一
九
六
六
年

に
竣
工
す
る
。
そ
の
際
、
お
濠
に
面
す
る
巨
大
な

エ
レ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
黒
と
琥
珀
色
を
基
調
と
し

た
御
影
石
と
タ
イ
ル
に
よ
る
外
壁
と
、
ス
テ
ン
レ

ス
製
の
細
い
縦
状
の
リ
ブ
か
ら
構
成
さ
れ
た
格
調

高
い
洗
練
さ
れ
た
モ
ダ
ン
な
姿
で
立
ち
現
れ
た
。

因
み
に
、
そ
の
立
面
の
割
付
け
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ

ン
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
と
言
え
ば
、
担
当
者
の

太
田
茂
比
佐
に
よ
る
と
、
秩
父
セ
メ
ン
ト
工
場

︵
一
九
五
六
年
︶
を
下
敷
き
に
し
た
の
だ
と
い
う
。

そ
し
て
、
竣
工
写
真
の
隣
に
写
る
建
物
こ
そ
、
こ

の
帝
国
劇
場
に
続
い
て
、
谷
口
が
改
築
を
手
が
け

る
こ
と
に
な
っ
た
旧・東
京
會
舘
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
図
ら
ず
も
、
谷
口
は
、
少
年
時
代

か
ら
接
し
て
い
た
明
治
、
大
正
期
の
お
濠
端
の
隣

接
す
る
二
つ
の
建
物
の
最
後
を
看
取
り
、
次
の
時

代
へ
と
つ
な
ぐ
仕
事
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
は
、
彼
が
晩
年
に
向
っ
て
創
設

に
尽
力
し
、
一
九
六
五
年
に
開
館
し
た
博
物
館
明

治
村
へ
連
な
る
思
い
も
込
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
と

思
う
。
す
な
わ
ち
、
自
ら
の
建
築
思
想
と
美
学
を

育
ん
だ
明
治
期
の
建
物
が
、
震
災
や
戦
災
に
よ
っ

て
破
壊
さ
れ
た
上
に
、
戦
後
は
、
急
激
な
都
市
化

に
よ
っ
て
人
為
的
に
惜
し
げ
も
な
く
次
々
と
取
り

壊
さ
れ
る
こ
と
へ
の
悲
し
み
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
先
の
文
章
の
中
で
、
四
〇
〇
年
と
い
う
長
い

時
間
に
耐
え
た
お
濠
の
石
垣
に
対
比
し
て
、
近
代

建
築
の
は
か
な
さ
を
噛
み
し
め
よ
う
と
し
た
の
だ
。

谷
口
の
守
ろ
う
と
し
た
建
築
へ
の
愛
情
は
受
け
継

が
れ
る
だ
ろ
う
か
。
旧
会
館
よ
り
短
命
に
終
わ
っ

た
東
京
會
舘
が
そ
の
こ
と
を
問
い
か
け
て
い
る
。

猪熊弦一郎作のモザイク壁画とシャンデリアが華やかさを演出する1階ロビー

皇居側から見る建物全景。右隣の帝国劇場と連続したデザインが施されている。

東京會舘　1971 年
谷口吉郎が守ろうとしたもの

記憶の建築
松隈　洋
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INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページの WEB 申込システムから簡単に申込みができます。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

大阪府知事指定講習
建築士法にもとづく建築技術講習会
建築士のための設備図の見方 基本2
5/21　CPD3単位

本講習会は全 2 回のシリーズで行なうもので、
「モデル設備図面」を使って図面構成や各設
備図の凡例及び内容を理解し、最終的には図
面が読めるようになっていただくことを目標として
います。また、簡単な設備設計の手法や最近
の設備動向も併せて解説させていただきます。
第 2 回の今回は、「電気設備」と「防災防
犯設備」について学ぶ講習会です。
日時　5月21日（木）　13：25〜16：40
会場　大阪府建築健保会館6階
内容　設備図の見方③「電気設備」
　　　設備図の見方④「防災防犯設備」
定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　主催・後援団体会員4,000円、
　　　　一般6,000円（テキスト代含）

「近畿建築行政会議 建築基準法 
共通取扱い集」にかかる質問と回
答の公表について

近畿圏内の特定行政庁及び指定機関から構
成する近畿建築行政会議では、平成26年５月
１日に「近畿建築行政会議　建築基準法共
通取扱い集」を発刊し説明会を開催しました。
説明会後の共通取扱い集に対する質問への
回答を取りまとめ、大阪府建築士会のホーム
ページで公表しています。
具体の運用については審査機関、特定行政庁
まで、共通取扱い集の取り組みについては下
記の近畿建築行政会議総則部会事務局まで
お問い合わせください。
問合　近畿建築行政会議総則部会事務局
　　　大阪府住宅まちづくり部建築指導室
　　　審査指導課　確認・検査グループ
　　　Tel.06-6941-0351（内線3026）

（一社）京都府建築士会青年部会40周年記念事業
建築家セミナー2015
山梨 知彦 講演会
−近作を通して考えたこと−
3/14　CPD2単位

山梨知彦氏講演会、テーマ「近作を通して考
えたこと」を開催します。
主催　（一社）京都府建築士会青年部会
日時　3月14日（土）　15：00〜17：00
会場　京都ブライトンホテル
　　　京都市上京区新町通中立売（御所西）
講師　山梨知彦（株式会社日建設計執行役員・
　　　　　　　 設計部門代表）
定員　250名（要事前申込、先着順）
参加費　無料
問合・申込　（一社）京都府建築士会
Tel.075-211-2857　Fax.075-255-6077
下記HPの申込フォームまたはTel、Faxにて
お申込下さい。
http://www.kyotofu-kenchikushikai.jp/

第13回村野藤吾建築設計図展
−村野藤吾の住宅デザイン−
3/16〜6/6

村野藤吾の住宅作品は、特定のものを除いて、
作品集ではほとんど紹介されてきませんでした。
しかし京都工芸繊維大学美術工芸資料館が
収蔵する村野の図面資料の中には、100を超
える住宅作品が含まれています。
村野藤吾は、住宅が建築のなかでも特別の重
要性を有していると考えていました。
今回は、戦前期に焦点を当て、デザインや建設
経緯に特徴がある14作品を選定しました。
■展覧会
　会期　3月16日（月）〜6月6日（土）
　休館日　日曜・祝日　ただし、4/29（水）・
　　　　　　　5/3（日）〜5/6（水）は開館。
　時間　10：00〜17：00（入館は16：30まで）
　会場　京都工芸繊維大学美術工芸資料館
　　　　京都市左京区松ヶ崎御所海道町
　入場　一般200円
■記念シンポジウム
　日時　4月11日（土）　14：00〜17：00
　会場　京都工芸繊維大学60周年記念館
　　　　1階記念ホール
　テーマ　村野藤吾の住宅デザイン
　パネリスト
　　藤森照信（建築史家・東京大学名誉教授）
　　木原千利（建築家・木原千利設計工房主宰）
　司会　石田潤一郎
　　　　（京都工芸繊維大学大学院教授）
　定員　150名
　入場　無料（当日先着順）
主催　京都工芸繊維大学美術工芸資料館
　　　村野藤吾の設計研究会
問合　京都工芸繊維大学美術工芸資料館
　　　Tel.075-724-7924
　　　E-mail siryokan@kit.ac.jp
http://www.museum.kit.ac.jp/

平成27年鉄筋コンクリート系マンション
健康診断技術者講習会（大阪開催）
3/20

建築基準法12条第1項に基づき定期調査を
行う特殊建築物等調査資格者（登録特殊
建築物等調査資格者講習修了者）、一級建
築士及び二級建築士を対象に、特に鉄筋コ
ンクリート系マンションの定期調査に秀で
た定期調査専門技術者を養成し、マンショ
ン管理組合の維持管理をサポートするため、
下記のとおり講習会を開催します。
主催　（一財）日本建築防災協会
日時　3月20日（金）　9：50〜17：00
会場　大阪府建築健保会館6階
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
定員　120名
受講料　19,440円（テキスト代・技術者証代含）
テキスト　鉄筋コンクリート系マンション健康診断
　　　　技術者講習テキスト（平成27年版）
申込締切　3月6日（金）必着　
　　　　　（但し、定員になり次第締切）
問合・申込　（一財）日本建築防災協会 
　　　　　 Tel.03-5512-6453

指定確認検査機関等による工事中
建築物の仮使用認定手続きマニュ
アル講習会（大阪開催）
3/27

日本建築防災協会では、平成27年6月1日より
施行される予定の、現在は特定行政庁等のみ
が承認することができる工事中の建築物の仮
使用について、一定の安全上の要件を満たす
場合は、指定確認検査機関等が認定したとき
は仮使用できることとする改正の内容を解説
するマニュアルを作成しています。このマニュ
アルをテキストとして講習会を開催します。
日時　3月27日（金）　13：00〜16：10
会場　大阪YMCA会館2階ホール
　　　大阪市西区土佐堀1-5-6
定員　200名　
受講料　9,720円 （テキスト代含）
申込締切　開催1週間前
　　　　　（但し、定員になり次第締切る場合有）
問合　（一財）日本建築防災協会 
　　　Tel.03-5512-6451 
http://www.kenchiku-bosai.or.jp/workshop/index.html

幻燈で見る阪神大震災の倒壊した
建築について 2
3/28

震災20周年を忘れない為に、当時の現場での
建築を見ながら、避けられない大震災について
考えてみたいと思います。
日時　3月28日（土） 11：00〜
会場　堺市立東図書館
　　　（南海高野線北野田駅前）
講師　明治建築研究会　代表 柴田正己
問合　明治建築研究会
　　　Tel.090-4289-1492

京都国立近代美術館
「現代美術のハードコアはじつは世界の宝であ
る展 ヤゲオ財団コレクションより」
3/31〜5/31

質・規模ともに世界トップクラスといわれる
ヤゲオ財団（台湾）の会長、ピエール・チェ
ン氏が25年をかけて収集した現代美術コレ
クションの中から、著名作家の代表作約70
点を展示します。
会期　3月31日（火）〜5月31日（日）
時間　9：30〜17：00（金曜20時まで。入館
　　　　　　　　　  は閉館30分前まで）
休館日　月曜（但し、5/4は開館）
観覧料　一般1,200円（前売1,000円）
会場　京都国立近代美術館
　　　京都市左京区岡崎円勝寺町
問合　京都国立近代美術館
　　　Tel.075-761-4111

大阪市立美術館
特別展「肉筆浮世絵―美の競艶〜
浮世絵師が描いた江戸美人100選
4/14〜6/21

個人コレクションとしては世界有数の規模と
質を誇るウェストンコレクションから肉筆浮
世絵の名品約130点を近世初期から明治に
至るまで歴史的に系統立てて展観します。
会期　4月14日（火）〜6月21日（日）
休館日　月曜日（但し、5/4は開館、5/7は休館）
時間　9：30〜17：00（入館は16：30まで）
会場　大阪市立美術館（天王寺公園内）
　　　大阪市天王寺区茶臼山町1-82　
入館料　一般1,500円（前売1,300円）
問合　大阪市総合コールセンター
　　　Tel.06-4301-7285
　　　（年中無休：8時〜21時）
http://www.osaka-art-museum.jp/

初代歌川豊国「時世粧百姿図」
絹本二十四葉　©WESTON COLLECTION

　　　　　　　　　　　む若手の心得
会場　総合資格学院　梅田校
　　　（詳細は参加証に記載予定）
募集　50名（先着順）
参加費　会員・会員外共　無料
懇親会費　会員・会員外共　無料
※開催1週間前に参加証を送付予定

大阪府知事指定講習
建築士法にもとづく建築技術講習会
木造住宅設計・監理コース その2
4/14、4/21　CPD9単位（2日間）

戸建住宅の多くは木造住宅ですが、在来軸
組構造による木造住宅の設計・監理を体系
的に学ぶ機会は限られています。基本設計
から工事監理までのスキルをマスターしてお
くことは、依頼者の信頼を得る上で欠かす
ことができません。
本講習会は木造住宅の設計・監理に本格
的に取り組もうとする方や、さらなる実践的
スキルアップを目指す方のために開催いたし
ます。2 日間のコースですが、どちらか一日
のみのお申込みも可能です。
日時　4月14日（火）、21日（火）
　　　13：00〜17：50
会場　大阪府建築健保会館6階
内容　基本設計・実施設計・改修設計、温熱
　　　環境設計、構造設計、工事監理
定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　2日間
　　　　　主催・後援団体会員10,000円、
　　　　　一般13,000円
　　　　どちらか1日のみ
　　　　　主催・後援団体会員6,000円、
　　　　　一般7,000円（テキスト代含）

新会員歓迎交流会
大阪府建築士会活動発表会
CORE2015
4/18　CPD3単位（予定）

建築士会では「建築士」として共に学び、ス
キルアップ、交流、情報交換、見学会、社
会貢献、企画運営などさまざまな活動を行って
おります。新会員のみなさんも「建築士」の
資格を活かし、建築士会の仲間となり一緒に
活動しませんか ? CORE2015 では、（公社）
大阪府建築士会の事業委員会・社会貢献委
員会の事業内容を抜粋して、今年度の活動
発表と展示会を行います。
新しい人と人の出会い、役立つ情報がきっと
みつかります。お気軽にご参加ください。
日程　4月18日（土）
会場　日建学院
　　　大阪市北区鶴野町1-9
　　　梅田ゲートタワー3F
時間　発表・展示会　13：30〜17：00
　　　　　　　　　 （受付13：00〜）
　　　新会員歓迎交流会　17：30〜19：30
参加費　500円（資料代）
　　　　新会員歓迎交流会　4,000円
　　　　（当日大阪府建築士会入会申込者は
　　　　 無料）
申込締切　4月10日（金）
※新会員歓迎交流会の開催場所は、当日発表
　会会場にてお知らせいたします。

シニア分科会
赫窯（かくよう）古代窯業と明日香を訪ねて
3/31　CPD3単位（予定） 

今回は桜の頃の明日香を訪れ、赫窯（かくよう）
で実験考古学として古代日本の土器・埴輪、
奈良三彩・緑彩の研究と復元製作を試みてお
られる脇田宗孝先生（奈良教育大学名誉教
授）のお話を伺います。橿原考古学研究所
付属博物館、石舞台古墳も見学します。
日時　3月31日（火）　10：00〜17：30
定員　25名（申込先着順）
参加費　会員3,000円　会員外4,000円
　　　　（マイクロバス代、入館料、昼食含む）
行程（予定）：（貸切マイクロバスにて移動）
　10：00　谷町四丁目集合・受付
　11：15〜　橿原考古学研究所付属博物館
　12：15〜　昼食
　13：30〜　赫窯（かくよう）古代窯業
　15：15〜16：00　石舞台古墳
　〜17：30　大阪市内
懇親会参加の場合は、別途会費が必要です。
参加証は一週間前に送付予定です。

住宅を設計する仲間達　オープン勉強会
住宅模型と3Dプリンターその現状と未来
4/2　CPD2単位（予定）

3Dプリンターは、いまや様々なものつくりで活
躍しています。住宅づくりにあたっても、プリン
ターの購入までは行かなくても、出力サービス
や、データ作成ソフト・データ変換サービスなど
を利用して、スタディ用・プレゼン用・完成模
型・原寸限見本として模型を作成することも可
能になってきました。住宅デザインソフトの開発
会社で広報を担当し建築分野の IT 活用にも
精通されている講師を迎え、出力模型の現物
やプロセスの動画を見ながら、現状の 3Dプリ
ンターの種類と特性、素材や精度、各種サー
ビスと作成に必要なデータの概要などを知り、
業務での活用の可能性を考えます。
日時　4月2日（木）　18：30〜20：30
会場　大阪府建築士会会議室
講師　西脇　功　メガソフト株式会社 広報室
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
　　　　住宅を設計する仲間達登録者は無料
定員　35名（申込み先着順）
協力　メガソフト株式会社
　　　株式会社アイジェット（予定）

すぐに役立つビジネスマナー講座
4/3 

新社会人のみなさんが一番聞きたいビジネスマ
ナーの「なんで?」「どうして?」がわかり、また社会
人としてすぐに役立つ名刺交換や電話応対、そ
の他盛り沢山な内容の講座です。
マナーがまだ曖昧な人、また出来ていると思って
いる人もこの機会に是非ご参加下さい。参加
費は無料です。
また、同会場にて講師を囲んだ懇親会を予定し
ております。
日時　4月3日（金）
　　　16：00〜16：45　マナー講座　前半
　　　17：00〜17：45　マナー講座　後半
　　　17：45〜18：00　建設業界に飛び込

本会における既存建築物耐震診断
等評価業務

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関す
る法律」の改正に伴い、建築構造の専門家で
構成する「建築物耐震評価委員会」を組織し、
平成26年1月より建築物耐震評価業務を実施
しております。
公立学校施設や沿道建築物などの耐震不適
格建築物について、申込者が検討した建築物
の耐震診断及び耐震補強計画について、専門
的観点のもとに審査・審議を行い、妥当であると
認める申込案件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けますのでどうぞご活用
ください。
（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価 等

（対象建築物）
　公共・民間等の建築種別、用途、規模、構 
　造種別は問いません。また、他府県の建築物 
　も対象としております。

（会員特典）
　申込者又は診断等実施者が本会会員の場
　合は、評価手数料の10％割引があります。
詳細は、本会ホームページをご覧ください。

会費の口座自動引落し登録のお願い

会費の口座自動引き落としに登録いただき
ますと、金融機関に出向いての振込手続き
が不要となり、毎年の手間が省けます。手
続きは、口座振替依頼書にご記入いただき
ご送付いただくだけです。会費のご請求書
とともに、口座振替依頼書をご送付申し上
げますので、ぜひ、ご登録下さい。

大阪府知事指定講習
建築士法にもとづく建築技術講習会
外装タイルの剥落の課題と対策
3/6　CPD3単位

タイルは建築の外装として魅力ある材料です
が、剥離・剥落が大きな課題となっております。
そのため、対策として業界全体で新工法の開
発が取り組まれています。今回の講習会を機
にあらためてタイルの歴史をたどりながら、新工
法を提案させていただき、設計・施工に役立て
ていただければと考えております。
日時　3月6日（金）　13：25〜16：50
会場　大阪府建築健保会館6階
内容　タイルの基礎知識、外装タイルの剥
　　　離・剥落の原因と対策、外装タイル・
　　　タイル下地施工の留意点
定員　150名（定員に達し次第締切）
受講料　主催・後援団体会員3,500円、
　　　　一般5,500円（テキスト代含）

平成27年二級、木造建築士試験案内

■受付場所における受験申込
　配布期間　3月9日（月）〜4月13日（月）
（土曜日、日曜日、祝日は除く。 4/11（土）、
4/12（日）は受験申込書の受付を行う所定
の受付会場に限って配布を行います。）

　配布時間　9：30〜17：00
　（4/13（月）は9：30〜16：00）
　配布場所　大阪府建築士会内
　　　　　　大阪市中央区谷町3-1-17
　　　　　　高田屋大手前ビル5階
　受付期間　4月9日（木）〜4月13日（月）
　　　　　　（土、日を含む）
　受付時間　10：00〜17：00
　受付場所　大阪府建築士会内
　学科試験日　二級7月5日（日）
　　　　　　　木造7月26日（日）
　設計製図試験日　二級9月13日（日）
　　　　　　　　　木造10月11日（日）

省エネ申請に不可欠!CADを使用
した外皮計算
3/10　CPD2単位

昨年12月27日閣議決定した「エコリフォームに対
して様 な々商品と交換できる省エネ住宅ポイント」
（2014年度補正予算）や省エネ木造住宅に対
する補助制度の地域グリーン化事業に必要となる
建物外皮（外壁・屋根・天井・床・窓）の断熱計算
の方法を説明します。また省エネに関わる制度変
更を今後のロードマップを使って詳しく説明します。
日時　3月10日（火）　講義18：00〜19：30
　　　ミニ懇親会　19：30〜20：30
会場　おおさかATCグリーンエコプラザ
　　　大阪市住之江区南港北2-1-10　
　　　ATCITM棟11階西側
参加費　会員1,500円　会員外2,000円　
　　　　（ドリンク・フード付）
定員　60名（申込み先着順）
セミナー概要
　第一部（18：00〜19：00）
　「省エネに関わる制度のロードマップ」
　講師　ハウスプラス住宅保証㈱
　マネージャー　吉本圭佐　
第二部（19：05〜19：30）
　「CADを利用した外皮計算の実例」
　講師　福井コンピュータアーキテクト㈱
　　　　上席主任　木瀬憲和

大阪地域貢献活動センター
平成27年度助成対象活動募集

建築士と地域住民等が連携して進めるまち
づくりなどの地域貢献活動に対して、活動
費の助成などを行います。
募集期間　3月13日（金）まで
対象とする活動

建築士と地域住民等で構成する団体が進め
る地域貢献活動が、地域住民等と連携して
進める地域貢献活動で、原則として営利を目
的としていない活動。

助成額　1件の助成額は30万円を限度
問合　本会・社会貢献委員会
※募集案内は１月号に同封しています。

マーク・クイン《ミニチュアのヴィーナス》
2008年 ヤゲオ財団 ©Marc Quinn

Others
その他のお知らせ

Sponsorship
建築士会からのお知らせ

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Administration
行政からのお知らせ
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Gallery 建築作品紹介 坂の上の家 設計：木原千利設計工房
施工：SEEDS・CASA

高台にある敷地は道路から一層分上がり、北側は尚 6 ｍ程度の頂上で急
勾配の雑木を有する。南側隣家の屋根の他は生駒の山並みまで一望出来
る。道路から直接、地下の車庫を配し、敷地面レベルに南側から居間・
食堂・台所を配した。雑木林側に寝室・浴室へと繋ぎ、その空間に二階
子供室への階段を設け，各々の眺めを確保した。南側居間から二階子供
室・雑木林に向けて片流れの大屋根とし敷地のもつ形状に合わせた。車
庫上の和室は、玄関ホールからも台所からも出入り出来、特別な部屋に
ならない様にし龕破床の設えを現代風にデザイン化した。桜の花を友に、
障子から開放した水盤の眺めが楽しみである。　　　　　　（木原千利）

所 在 地：大阪府吹田市
用　　途：専用住宅
竣　　工：2013.01
構造規模：地下 RC 造
　　　　　地上木造2階建
敷地面積：671.58㎡
建築面積：183.77㎡
延床面積：276.71㎡
写　　真：松村芳治

東豊中の家 設計：アバクス・アーキテクツ
施工：越智工務店

敷地は閑静な住宅街にあり、宅地開発のため車庫となるボックスカル
バートと擁壁が造成されていた。車庫と擁壁の間をくぐる洞穴のような
アプローチから入り、墨モルタルで仕上げられた屋外の階段を登ると玄
関にたどり着く。掘削を減らすべくエントランス－ダイニング－リビン
グをスキップフロアとし、ダイニング－リビングは中庭と階段によりゆ
るやかに繋がる。敷地の有効利用を考え、既存のボックスカルバート上
に建物がせり出すようなファサードとすることで、敷地の北側に大きな
庭を創ることが可能となった。北側に配置したリビングからはその庭と
隣地の緑を借景として楽しむことができる。

所 在 地：大阪府豊中市
　　　　　東豊中町
用　　途：個人住宅
竣　　工：2014.11
構造規模：RC 造 地下 1
　　　　　階  地上 2 階
敷地面積：316.08㎡
建築面積：120.05㎡
延床面積：199.80㎡
写　　真：笹倉洋平
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Gallery 建築作品紹介 千里山ゲストハウス 設計：矢野建設一級建築士事務所
施工：髙橋工務店

千里山の頂に面した閑静な住宅街に位置する敷地は、大阪の摩天楼や北
摂の山々を一望できる。実業家であるオーナーはピアニストでもあり、
人々が集う機会が多い。建物の構成はピアノサロンを中心としたパブ
リック的要素が非常に高い特殊な計画である。サロンは音響を考慮した
斜天井、専用屋根を持つ 1.5 層空間とした贅沢な組立で、連続する跳出
テラスと R 形状の庇が果てしない外部空間との融合を醸し出している。
更に可動間仕切により、その空間容積を様々なスタイルに合わせて自由
に変化できる。居住に関するゾーンはパブリックゾーンと明確に分離さ
れ、プライバシー確保と緊張感を持った空間を形成している。（仲西　真）

所 在 地：大阪府吹田市
用　　途：ゲストハウス
竣　　工：2014.07
構造規模：RC 造 地上 2
　　　　　階、地下 1 階
敷地面積：468.09㎡
建築面積：128.05㎡
延床面積：199.99㎡
写　　真：多田雅輝

二層分の大空間に大和棟の形態を引用した大屋根、急勾配の上屋根と緩
勾配の下屋根が重なり合った屋根を特徴とした住宅である。この住宅に
おける試みは、屋根によって、住まいを一つのまとまった場として領域
化しつつ、その領域化された場を差異化することであった。内部空間の
空間的自由度を確保するために棟を支える柱は設けず、屋根は外壁周り
の柱と壁に乗せ掛け、その結果、内部空間全体に築構的な秩序をもたら
すことができた。重なり合う二つの屋根が雲のようにひとつに空間を包
み込み、場所を規定し、重なり合う二つの屋根と間から透過、反射した
光が内部に柔らかな光の場をもたらしている。

所 在 地：奈良県奈良市
用　　途：住宅
竣　　工：2014.11
構造規模：木造 2 階建
敷地面積：458.37㎡
建築面積：155.16㎡
延床面積：206.62㎡
写　　真：松村芳治

大和棟の家 設計：岩田章吾建築設計事務所
施工：和田建設
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第
24
回

船場センタービル外壁改修について −船場再生への架け橋−

夛田　吉宏
株式会社石本建築事務所　大阪支所　主任
1978 年山形県生まれ。2003 年日本大学大学院理工学研究科博士前期課程建築学専攻修了。2003 年～株式会社石本建築事務所。高知県民文化
ホール、大阪信愛保育園のリニューアルプロジェクトを担当。

先月の大阪環状線森ノ宮駅に引き続き、都市遺産の再生をご紹介いたします。船場センタービルの外装の
再生です。全長 1000 メートルという大阪を代表するスケール、高架下という独特のシチュエーション、
500 人の区分所有者という、さまざまな課題を乗り越え、イメージ一新を図るなかに、都市遺産とどう向
き合ったのか、設計を担当された石本建築事務所の夛田吉宏さんにご紹介いただきました。

た
。
し
か
し
一
方
で
船
場
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
は
約

五
〇
〇
人
の
区
分
所
有
者
ビ
ル
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
区
分
所
有
者
の
意
見
の
集
約
は
困
難
を

極
め
た
。
一
時
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
存
続
も
危

ぶ
ま
れ
改
修
案
も
二
転
三
転
し
た
が
構
想
三
年

目
で
よ
う
や
く
着
工
に
至
っ
た
。

繊
維
の
ま
ち
・
船
場
の
演
出

　

最
終
的
に
外
観
は
繊
維
の
ま
ち
・
船
場
に
因

ん
で
﹁
織
物
﹂
を
モ
チ
ー
フ
に
や
わ
ら
か
い
外

皮
で
包
み
こ
む
イ
メ
ー
ジ
を
提
案
し
た
。
具
体

的
に
は
軽
量
で
躯
体
に
負
担
を
か
け
な
い
ア
ル

ミ
パ
ネ
ル
に
小
紋
模
様
を
施
し
、
着
物
の
デ
ザ

イ
ン
を
建
築
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
船
場
な
ら

で
は
の
街
並
を
演
出
し
て
い
る
。
既
存
の
建
物

を
包
む
こ
の
ア
ル
ミ
パ
ン
チ
ン
グ
パ
ネ
ル
は
織

物
の
よ
う
に
曲
面
を
描
く
こ
と
で
街
並
に
流
れ

る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
と
な
っ
た
。

　
﹁
波
﹂﹁
鮫
﹂﹁
格
子
﹂﹁
麻
の
葉
﹂
な
ど
小
紋

模
様
を
ア
ル
ミ
パ
ン
チ
ン
グ
の
パ
タ
ー
ン
に
活

か
し
、筋
部
に
は
﹁
も
え
ぎ
色
﹂﹁
朱
色
﹂
と
い
っ

た
日
本
の
伝
統
色
を
採
用
し
固
有
な
﹁
色
﹂
を

持
た
せ
た
。

　

大
阪
市
都
市
景
観
委
員
会
の
先
生
が
た
に
も

意
見
を
伺
い
、
特
に
格
調
高
い
御
堂
筋
側
の
外

観
は
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
が
求
め
ら

れ
た
。
そ
こ
で
御

堂
筋
か
ら
堺
筋
に

向
か
っ
て
青
色
か

ら
赤
色
に
、
小
紋

模
様
は
幾
何
学
模

様
か
ら
流
動
的
な

パ
タ
ー
ン
に
変

化
す
る
外
観
と

な
っ
た
。

　

一
〇
〇
〇
ｍ
の

巨
大
な
壁
面
が
い

キ
タ
と
ミ
ナ
ミ
の
分
断
の
象
徴

　

大
阪
の
中
心
で
キ
タ
と
ミ
ナ
ミ
を
分
断
す
る

よ
う
に
立
ち
は
だ
か
る
壁
。
そ
れ
が
船
場
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
で
あ
る
。

　

か
つ
て
船
場
は
商
い
の
中
心
と
し
て
繊
維
問

屋
が
集
中
し
、南
北
に
走
る
個
性
を
持
っ
た﹁
筋
﹂

と
と
も
に
栄
え
て
い
た
。
し
か
し
現
在
で
は
東
西

に
長
い
船
場
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
あ
る
高
架
道
路

を
境
に
キ
タ
と
ミ
ナ
ミ
が
分
断
さ
れ
、
か
つ
て

の
船
場
の
賑
わ
い
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
梅
田

地
区
や
阿
倍
野
地
区
の
再
開
発
も
あ
い
ま
っ
て

企
業
や
商
店
の
流
出
に
よ
る
空
洞
化
が
進
ん
だ
。

ま
さ
に
船
場
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
長
大
な
壁
面
が

キ
タ
と
ミ
ナ
ミ
の
分
断
の
象
徴
？
で
あ
っ
た
。

土
木
と
建
築
の
融
合
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
構
造

　

船
場
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
︵
一
九
七
〇
年
建
設
︶

は
新
た
な
東
西
の
幹
線
道
路
と
し
て
中
央
大
通

が
計
画
さ
れ
る
の
に
伴
っ
て
立
ち
退
き
が
予
定

さ
れ
た
商
業
者
を
移
転
先
と
し
て
吸
収
し
た
巨

大
な
ビ
ル
で
あ
る
。

　

ビ
ル
の
屋
上
に
は
阪
神
高
速
道
路
と
市
道
が

走
り
、
地
下
に
は
地
下
鉄
中
央
線
が
走
っ
て

い
る
。
高
架
道
路
の
傾
斜
に
合
わ
せ
て
ビ
ル
は

一
階
か
ら
四
階
ま
で
変
化
し
、
計
一
〇
棟
が
約

一
〇
〇
〇
ｍ
に
渡
り
中
央
大
通
上
に
立
つ
道
路

上
の
建
築
で
あ
る
。
地
下
一
階
～
二
階
は
繊
維

関
係
の
小
売
や
卸
売
業
の
店
舗
、
上
階
は
事
務

所
、
地
下
は
飲
食
店
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
土
木

と
建
築
が
融
合
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
姿
は
大

阪
万
博
当
時
の
時
代
の
勢
い
や
大
阪
の
先
進
性

を
物
語
っ
て
い
る
。

　

よ
く
卒
業
制
作
の
敷
地
に
船
場
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
を
選
ぶ
学
生
も
い
る
と
い
う
。
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
あ
る
場
所
だ
と
感
じ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。

九
つ
の
筋
の
再
生

　

そ
の
船
場
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
も
竣
工
四
五
年
が

経
ち
外
壁
タ
イ
ル
の
劣
化
が
見
受
け
ら
れ
早
急

な
外
壁
改
修
が
必
要
と
な
り
二
〇
一
〇
年
春
に

設
計
事
務
所
数
社
で
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
コ
ン
ペ
が

行
わ
れ
た
。

　

私
た
ち
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
﹁
キ
タ
と
ミ
ナ
ミ

を
つ
な
ぐ
ゲ
ー
ト
と
な
る
建
物
へ
の
再
生
﹂
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

大
阪
の
街
並
み
は
個
性
的
な
筋
と
共
に
あ
る
。

　

船
場
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
は
大
阪
の
シ
ン
ボ
ル

で
も
あ
る
銀
杏
並
木
の
御
堂
筋
、
ガ
ス
燈
に
近

代
建
築
が
映
え
る
三
休
橋
筋
、
商
店
街
で
賑
わ

う
心
斎
橋
筋
や
丼
池
筋
、
か
つ
て
の
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
堺
筋
な
ど
九
つ
の
筋
が
通
る
。

　

船
場
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
を
境
に
筋
が
分
断
さ
れ

る
形
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
課
題
だ
と
感
じ
て

い
た
私
た
ち
は
そ
の
賑
わ
い
の
源
で
あ
っ
た
九

つ
の
筋
を
再
び
つ
な
ぐ
こ
と
を
提
案
し
た
。
そ

う
す
る
こ
と
で
キ
タ
と
ミ
ナ
ミ
に
新
た
な
つ
な

が
り
を
生
み
出
し
、
船
場
再
生
へ
の
架
け
橋
と

な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

船
場
の
イ
メ
ー
ジ
の
一
新

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
コ
ン
ペ
に
当
選
し
た
私
た

ち
は
各
号
館
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る
外
壁

改
修
委
員
会
と
改
修
案
の
検
討
に
入
っ
た
。

一
九
七
〇
年
に
で
き
た
建
物
が
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
す
る
に
あ
た
っ
て
は
保
存
か
全
面
改
修
か
で

大
き
く
二
つ
の
方
向
性
に
分
か
れ
る
か
と
思
う
。

求
め
ら
れ
た
の
は
淀
屋
橋
の
近
代
建
築
の
よ
う

な
外
壁
の
保
存
で
は
な
く
、
船
場
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
の
﹁
イ
メ
ー
ジ
の
一
新
﹂
で
あ
っ
た
。

　

外
壁
タ
イ
ル
の
落
下
を
確
実
に
防
止
す
る
こ

と
が
第
一
の
目
的
で
あ
っ
た
が
単
な
る
外
壁
改

修
で
は
な
く
、
船
場
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
活
気
を

取
り
戻
し
、
さ
ら
に
船
場
の
街
自
体
の
活
性
化

が
求
め
ら
れ
た
。
外
壁
改
修
委
員
会
の
方
と
協

議
を
重
ね
る
中
で
、
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
す
る

熱
い
思
い
と
期
待
感
と
い
う
も
の
を
強
く
感
じ

都
市
遺
産
の
再
生
へ

　

実
は
私
た
ち
の
事
務
所
︵
大
阪
支
所
︶
は
船

場
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
六
号
館
の
目
の
前
の
ビ
ル

に
事
務
所
を
構
え
て
い
る
。
毎
日
既
存
の
茶
色

の
タ
イ
ル
の
外
観
と
新
し
く
な
っ
た
外
観
の
両

方
を
見
比
べ
な
が
ら
、﹁
本
当
に
こ
れ
で
良
か
っ

た
の
だ
ろ
う
か
﹂と
思
う
日
々
で
あ
っ
た
が
、﹁
生

ま
れ
変
わ
っ
た
ね
﹂
と
話
す
声
や
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
の
船
場
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
写
真
を
撮
る
人
々

を
見
て
や
っ
と
そ
の
不
安
は
消
え
つ
つ
あ
る
。

　

大
阪
の
交
通
の
大
動
脈
を
支
え
て
き
た
船
場
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
は
、
紛
れ
も
な
く
重
要
な
都
市
遺
産

だ
と
い
え
る
。
都
市
部
の
空
洞
化
と
と
も
に
こ
の

ま
ま
閑
散
と
し
た
場
所
と
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
船

場
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
が
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
で
、
船
場

地
区
に
も
う
一
度
人
々
が
集
い
賑
わ
い
に
満
ち
た
場

所
と
な
る
こ
と
が
都
市
遺
産
の
再
生
へ
と
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
取
り
戻
し
た
い
の
は
人

の
流
れ
や
活
気
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
を
街
並
の
風

景
と
し
て
残
し
続
け
た
い
。
今
回
の
リ
ニュ
ー
ア
ル

が
そ
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
と
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

の
号
館
サ
イ
ン
を
表
示
し
、筋
に
は﹁
心
斎
橋
筋
﹂

﹁
三
休
橋
筋
﹂
な
ど
各
筋
の
名
前
を
表
示
す
る
こ

と
で
分
か
り
や
す
い
サ
イ
ン
計
画
と
し
た
。

　

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
変
化
す
る
小
紋
模
様
や

伝
統
色
に
よ
り
、
中
央
大
通
沿
い
を
歩
い
て
行

く
と
特
色
の
あ
る
顔
と
な
っ
た
筋
が
移
り
変
わ

り
、
一
〇
〇
〇
ｍ
の
長
い
外
観
の
中
で
単
調
と

な
ら
ず
リ
ズ
ム
の
あ
る
外
観
と
な
る
こ
と
を
意

図
し
た
。

一
〇
〇
〇
ｍ
の
虹
の
橋

　

船
場
は
繊
維
の
街
で
あ
る
と
同
時
に
オ
フ
ィ

ス
街
で
も
あ
る
。
周
辺
環
境
に
配
慮
し
昼
間
は

白
を
基
調
し
た
端
正
な
姿
と
し
た
が
、
夜
は
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
に
よ
り
昼
間
と
違
っ
た
表
情
を
見

せ
、
閑
散
と
す
る
オ
フ
ィ
ス
街
の
イ
メ
ー
ジ
を

一
新
す
る
街
の
灯
り
と
な
る
こ
と
を
計
画
し
た
。

　

船
場
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
は
﹁
大
阪
・
光
の
ま
ち

づ
く
り
二
〇
二
〇
構
想
﹂
の
光
の
都
市
軸
と

直
行
す
る
位
置
に
あ
る
た
め
、
南
北
に
亘
る
御

堂
筋
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
リ
ン
ク
す
る
東
西

一
〇
〇
〇
ｍ
の
虹
の
橋
と
な
る
こ
と
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
た
。
難
波
の
電
飾
看
板
の
ギ
ラ
ギ
ラ

感
と
は
違
う
大
人
な
街
並
と
な
る
こ
と
を
意
識

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
御
堂
筋
線
、
堺
筋
線
に
挟
ま
れ
た
船
場

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
は
交
通
の
拠
点
で
あ
り
人
が
行

き
交
う
場
所
で
あ
る
。
歩
き
な
が
ら
見
る
こ
と

を
想
定
し
て
、
照
明
計
画
は
具
体
的
に
は
シ
ン

プ
ル
な
点
光
源
の
照
明
効
果
に
よ
り
、
ア
ル
ミ

パ
ネ
ル
の
小
紋
模
様
の
孔
を
通
し
て
光
が
見
え

隠
れ
し
、
人
が
歩
く
に
つ
れ
て
光
が
ゆ
っ
く
り

き
ら
め
く
よ
う
な
効
果
を
ね
ら
っ
た
。
筋
の
通

り
も
以
前
は
あ
ま
り
歩
き
た
く
な
い
暗
い
場
所

で
あ
っ
た
が
、
間
接
照
明
に
よ
り
壁
面
を
明
る

く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
光
の
ト
ン
ネ
ル
と
す
る
こ

と
で
夜
で
も
安
心
し
て
歩
け
る
街
と
す
る
こ
と

を
考
え
た
。

か
に
単
調
に
な
ら
な
い
か
が
課
題
で
あ
っ
た
。

ア
ル
ミ
パ
ン
チ
ン
グ
パ
ネ
ル
の
孔
を
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
で
変
化
を
持
た
せ
、
一
部
は
孔
の
な
い

フ
ラ
ッ
ト
な
パ
ネ
ル
と
す
る
こ
と
で
メ
リ
ハ
リ

の
あ
る
外
観
と
し
た
。
そ
れ
は
コ
ス
ト
縮
減
に

も
つ
な
が
り
、
そ
の
他
に
も
外
壁
面
積
が
約

三
万
㎡
あ
る
工
事
の
中
で
限
ら
れ
た
予
算
内
に

お
さ
め
る
た
め
に
デ
ザ
イ
ン
の
エ
コ
と
い
う
こ

と
に
も
取
り
組
ん
だ
。

キ
タ
と
ミ
ナ
ミ
を
つ
な
ぐ
ゲ
ー
ト

　

ス
ケ
ー
ル
ア
ウ
ト
し
た
筋
の
高
架
下
の
圧
迫

感
と
い
う
も
の
も
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
筋

部
に
は
ゲ
ー
ト
上
の
庇
を
出
し
、
高
架
に
視
線

が
行
か
な
い
よ
う
な
工
夫
を
し
た
。
暗
く
重
い

イ
メ
ー
ジ
の
高
架
下
は
ゲ
ー
ト
性
を
も
っ
た
明

る
い
顔
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
筋
の
通
り
を
良
く

す
る
こ
と
で
新
た
な
人
の
流
れ
を
生
み
出
す
こ

と
が
で
き
た
。

　

以
前
ま
で
は
ど
こ
が
何
号
館
か
、
ま
た
何
筋

か
が
分
か
り
づ
ら
か
っ
た
が
、一
か
ら
一
〇
ま
で

改修後の堺筋側の外観（3 号館） 改修前の堺筋側の外観（3 号館）

10号館 9号館8号館 7号館 6号館 5号館 4号館 3号館
中央大通

2号館

板
屋
橋
筋

倉
屋
筋

堺
筋

藤
中
橋
筋

中
橋
筋

三
休
橋
筋

丼
池
筋

心
斎
橋
筋

御
堂
筋

1号館

至難波（ミナミ ）

至梅田（キタ）

麻の葉 格子 鱗 波 鮫小紋

↑

↓
N

改修後の藤中橋筋

外壁詳細：上部アルミパンチングパネル、下部 GRC（堺筋の波模様） 船場センタービル（1 〜 10 号館）配置図
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『
今
、
自
治
体
の
ア
ツ
イ
と
こ
っ
！
』
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大
阪
府
内
の
ホ
ッ
ト
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．
は
じ
め
に

　

ま
ち
の
問
題
は
常
に
変
化
し
続
け
、
よ
り
複
雑

に
な
り
、
か
つ
幅
広
い
視
点
で
の
配
慮
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
環
境
問
題
、
災
害

に
対
す
る
防
災
性
の
問
題
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
の
問
題
な
ど
様
々
な
ま
ち
の
問
題
に
対
し

て
、
対
処
的
に
行
う
の
で
は
な
く
、
将
来
を
見
据

え
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
べ
き
で
す
が
、
そ
の
時
々

の
社
会
経
済
状
況
や
個
人
の
価
値
観
の
多
様
化
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
情
報
化
、
国
際
化
・

グ
ロ
ー
バル
化
の
進
展
等
の
様
々
な
要
因
に
よ
り
予

測
不
可
能
な
要
素
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
混
沌

と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
行
政
は
よ
り
公
平
か
つ
柔
軟
に
、

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
適
正
な
業
務
と
人
口
減
少

等
に
よ
る
税
収
の
減
少
を
見
込
み
な
が
ら
も
、
安

定
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
持
続

可
能
な
行
政
の
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
．
豊
中
市
の
ご
紹
介

　

本
市
は
、
大
阪
市
の
北
側
に
隣
接
し
、
大
阪

府
内
の
北
摂
地
域
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
市
の
面

積
は
約
三
六
．六
㎢
で
、
幹
線
道
路
と
し
て
、
東

西
方
向
に
中
国
縦
貫
自
動
車
道
、
名
神
高
速
道

路
、
南
北
方
向
に
国
道
一
七
六
号
、
新
御
堂
筋

な
ど
が
市
を
貫
い
て
お
り
、
ま
た
西
部
に
は
空
の

玄
関
口
で
あ
る
大
阪
国
際
空
港
が
立
地
し
、
大

阪
モ
ノ
レ
ー
ル
や
阪
急
電
鉄
宝
塚
線
、
北
大
阪
急

行
電
鉄
な
ど
の
公
共
交
通
網
も
整
備
さ
れ
た
交

通
利
便
性
が
非
常
に
高
い
地
域
で
あ
り
、
大
阪

都
市
圏
の
中
で
も
、
早
く
か
ら
郊
外
住
宅
地
と
し

て
発
展
し
て
き
た
ま
ち
で
、
伝
統
や
歴
史
と
調
和

し
な
が
ら
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
快

適
な
住
宅
都
市
、
教
育
文
化
都
市
と
し
て
着
実

な
歩
み
を
重
ね
、
平
成
二
四
年
︵
二
〇
一
二
年
︶

四
月
に
は
中
核
市
と
な
り
、
人
口
は
減
少
方
向

か
ら
近
年
微
増
傾
向
に
あ
る
約
四
〇
万
人
の
都

市
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
北
東
部
に
は
、
日
本
で
最
初
の
大
規
模

ニュ
ー
タ
ウ
ン
と
な
る
千
里
ニュ
ー
タ
ウ
ン
が
位
置
し

て
お
り
、
ま
ち
び
ら
き
か
ら
五
〇
数
年
が
経
過
し
、

近
年
、
建
替
え
な
ど
の
再
整
備
が
進
み
つ
つ
あ
り

ま
す
。
一
方
住
宅
地
に
お
い
て
は
、
住
民
発
意
の

地
区
計
画
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、
そ
の
地
区

計
画
が
周
辺
の
地
域
へ
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
と
こ

ろ
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
南
部
に
は
、
大
阪
市
の
中
心
部

に
近
い
う
え
に
庶
民
的
な
ま
ち
で
、
昭
和
三
〇
年

代
の
高
度
経
済
成
長
期
に
人
口
が
急
増
し
木
造

住
宅
密
集
地
と
な
っ
た
も
の
の
、
近
年
は
人
口
減

少
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
庄
内
・
豊
南
町
地
区

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
庄
内
・
豊
南
町
地
区
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

３
．
庄
内
・
豊
南
町
地
区
で
の
取
り
組
み

　

庄
内
・
豊
南
町
地
区
︵
地
区
面
積
約
五
〇
五

ha
︶
に
お
い
て
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
道
路
等

の
都
市
基
盤
が
未
整
備
な
ま
ま
木
造
賃
貸
住
宅

等
が
集
中
し
て
建
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
災
害
が

起
き
た
場
合
に
は
、
消
防
活
動
に
支
障
が
あ
る

区
域
が
多
く
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
恐
れ

の
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
密
集
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、都
市
計
画
道
路
の
整
備
や
、

土
地
区
画
整
理
事
業
、
市
街
地
再
開
発
事
業
、

住
宅
市
街
地
総
合
整
備
事
業
等
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
駆
使
し
、
庄
内
地
区
に
お
い
て
は
昭
和
四
七

年
度
よ
り
、
豊
南
町
地
区
で
は
平
成
四
年
度
よ

り
住
民
参
加
に
よ
る
、
住
環
境
の
改
善
及
び
防

災
性
の
向
上
に
注
力
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
関
係
す
る
地
権
者
の
理
解

と
協
力
の
も
と
市
の
財
政
状
況
等
を
勘
案
し
な

が
ら
、
事
業
化
が
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら
順
次
行
っ

て
い
ま
す
が
、
事
業
の
実
施
に
は
長
期
間
を
要
す

る
も
の
で
あ
り
、
既
に
実
施
し
た
事
業
量
は
地
区

全
体
で
み
る
と
限
定
的
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
い
将
来
に
大
震
災
の
発
生

の
危
険
性
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
、
個
々

の
建
物
の
不
燃
化
や
耐
震
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、地
区
全
体
で
の
﹁
減
災
﹂

に
向
け
た
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
二
五
年
度
よ
り
﹁
防
災
街
区

整
備
地
区
計
画
﹂
及
び
﹁
木
造
住
宅
等
除
却

費
補
助
制
度
﹂
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

①
防
災
街
区
整
備
地
区
計
画

　
﹁
庄
内
・
豊
南
町
地
区
防
災
街
区
整
備
地
区

計
画
﹂

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
主
に
道
路
、
公
園
等
を

は
じ
め
と
す
る
都
市
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
こ
と

で
、
住
環
境
の
改
善
及
び
防
災
性
の
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
全
市
的
に
道
路
等
の
イ
ン

フ
ラ
が
老
朽
化
し
維
持
管
理
に
要
す
る
費
用
が
増

し
、
新
規
に
整
備
さ
れ
る
都
市
基
盤
の
予
算
は

限
定
的
と
な
り
、
財
政
的
な
制
約
も
高
ま
り
、

ま
た
、
人
口
が
減
少
し
、
少
子
高
齢
化
が
一
段
と

進
み
、
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
中
、
新
た

な
道
路
等
の
都
市
基
盤
へ
の
投
資
は
よ
り
困
難
な

状
況
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
当
該
地
区
が
市
内
で
最
も

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
著
し
く
、
ま
ち
の
活
性

化
へ
の
取
り
組
み
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
ま
ち
の

活
性
化
に
は
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
一

層
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
ま
ち
全
体
の
不

燃
化
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
地
区
は
ま
ち
の
活
性
化
に
欠
か
せ
な
い
多

く
の
企
業
が
立
地
す
る
な
ど
、
工
業
地
や
住
工

混
在
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
を
ふ
ま

え
て
、
工
場
の
操
業
環
境
な
ど
の
経
済
活
動
に
大

き
く
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
、

効
果
的
に
不
燃
化
を
図
る
と
い
う
課
題
に
対
応
す

る
手
法
と
し
て
、﹁
防
災
街
区
整
備
地
区
計
画
﹂

に
た
ど
り
着
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
﹁
防
災
街
区
整
備
地
区
計
画
﹂
は
、
府

魅
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
（
行
政
の
歩
む
べ
き
方
向
と
、民
間
事
業
者
へ
の
期
待
）

文　
　

吉
田　

紀
彦

　
　
　

今
中　

義
晃

内
で
広
く
適
用
さ
れ
て
い
る
準
防
火
地
域
の
よ
う

な
全
国
一
律
の
規
制
で
は
な
く
、
市
独
自
に
ま
ち

の
特
性
に
応
じ
て
規
制
内
容
を
定
め
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
あ
り
、
新
た
に
建
築
す
る
際
に
は
建

物
の
規
模
に
関
わ
ら
ず
に
﹁
準
耐
火
建
築
物
﹂

以
上
に
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で
、
建
物
の

更
新
に
併
せ
て
地
域
全
体
の
不
燃
化
に
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
規
制

の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
多
く
の

ご
理
解
の
も
と
に
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
た
こ
と

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
②
「
木
造
住
宅
等
除
却
費
補
助
制
度
」

　

建
物
を
新
た
に
建
築
す
る
際
の
﹁
防
災
街

区
整
備
地
区
計
画
﹂
に
よ
る
規
制
と
、
ま
ち
の

不
燃
化
を
よ
り
促
進
さ
せ
る
た
め
の
施
策
と
し
て

﹁
木
造
住
宅
等
除
却
費
補
助
制
度
﹂
を
併
せ
て

運
用
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
補
助
制
度
は
昭
和
五
六
年
五
月
三
一
日
以

前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
建
築
物
を
除
却
す
る
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
、
平
成
二
五
年
度

に
実
施
期
間
三
年
間
を
予
定
と
し
て
開
始
し
、

不
燃
化
促
進
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
り
、
ま
ち

の
防
災
性
の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
二
五
年
度
は
、
木
造
共
同
住
宅
等
を
除

却
す
る
場
合
は
補
助
率
二
／
三
、
戸
建
等
の
木

造
住
宅
の
場
合
は
一
／
三
と
し
て
限
度
額
を
定
め

実
施
し
、
木
造
共
同
住
宅
等
は
一一
件
、
木
造
住

宅
等
は
六
二
件
、
合
計
七
三
件
一
四
八
戸
の
申
し

込
み
が
あ
り
、
平
成
二
六
年
度
に
は
、
大
阪
府
か

ら
本
補
助
事
業
に
つ
い
て
協
力
が
得
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
補
助
率
を
ア
ッ
プ
し
、
木
造
共
同
住
宅
等

の
補
助
率
が
五
／
六
、
戸
建
等
の
木
造
住
宅
は

五
／
一
二
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
平
成
二
六

年
一
二
月
末
時
点
で
は
合
計
八
三
件
、
三
四
九
戸

の
補
助
金
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

補
助
予
定
の
最
終
年
度
と
な
る
平
成
二
七
年

度
に
は
、
ま
ち
の
更
新
状
況
の
確
認
及
び
効
果
の

検
証
を
行
い
、
ま
ち
の
防
災
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
施
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

４
．
民
間
事
業
者
へ
の
期
待

　
一
般
的
に
密
集
市
街
地
と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ

は
、
高
齢
化
が
進
み
、
道
路
等
の
接
道
条
件
が

悪
く
権
利
関
係
が
複
雑
で
あ
り
、
建
替
え
等
の

民
間
事
業
者
の
投
資
が
限
定
的
と
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
、
市
で
は
、
道
路
や
公
園
と
い
っ
た
都

市
基
盤
の
整
備
を
継
続
的
に
進
め
て
い
る
も
の
の
、

公
共
だ
け
で
実
施
で
き
る
施
策
は
限
定
的
と
な
る

こ
と
か
ら
、
民
間
事
業
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
創
意

工
夫
が
ま
ち
の
活
性
化
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
庄
内
・
豊
南
町
地
区
は
、
大
阪
都
心

部
に
近
く
、
住
み
や
す
く
便
利
な
ま
ち
と
い
う
地

区
の
大
き
な
魅
力
を
生
か
す
べ
く
、
そ
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
模
索
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
と
し
ま
し
て
は
、
民
間
事
業
者

の
方
に
当
該
地
区
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

﹁
木
造
住
宅
等
除
却
費
補
助
制
度
﹂
を
き
っ
か

け
に
、
建
築
物
の
建
替
え
の
実
施
に
ご
協
力
頂
き
、

ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

５
．
魅
力
あ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

　
﹁
耐
震
性
の
向
上
﹂﹁
狭
隘
道
路
の
解
消
﹂﹁
燃

え
に
く
い
ま
ち
づ
く
り
﹂
に
向
け
て
の
、﹁
防
災

街
区
整
備
地
区
計
画
﹂
及
び
﹁
木
造
住
宅
等

除
却
費
補
助
制
度
﹂
は
地
区
の
防
災
性
の
向
上

や
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
主
眼
に
考
え
た
も

の
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
ま
ち
の
魅
力
向
上
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

木
造
住
宅
等
除
却
費
補
助
制
度
で
対
象
と
し

て
い
る
建
物
は
、
旧
の
耐
震
基
準
に
よ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
建
替
え
が
進
め
ば
ま
ち
全
体
の

耐
震
性
も
向
上
し
、
そ
こ
で
お
住
ま
い
の
方
々
に

も
よ
り
安
心
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
し
い
建
物
が
建
築
さ
れ
る
際
に
は
建

築
基
準
法
上
必
要
な
道
路
等
も
整
備
さ
れ
、
さ

ら
に
は
若
い
世
代
も
入
居
し
や
す
い
住
宅
等
が
建

設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
へ

の
対
策
が
期
待
で
き
る
な
ど
、
民
間
の
活
力
を

導
入
し
な
が
ら
、
ま
ち
の
再
生
、
魅
力
向
上
、

活
性
化
が
図
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

防
災
上
危
険
な
ア
パ
ー
ト
、
文
化
住
宅
等
が

洗
練
さ
れ
た
最
新
の
共
同
住
宅
等
に
な
る
こ
と

で
、
景
観
が
変
わ
り
ま
ち
が
明
る
く
な
っ
た
と
聞

く
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
建
て
替
え
を
支
援

す
る
取
組
や
主
要
生
活
道
路
の
整
備
な
ど
様
々

な
施
策
を
着
実
に
積
み
重
ね
て
、
地
域
の
防
災

性
の
向
上
と
住
環
境
の
改
善
に
繋
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。　
　
　

　

最
後
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る

建
築
士
の
方
々
に
は
、
市
民
へ
の
情
報
提
供
や
相

談
等
を
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
住
環
境

整
備
に
つ
い
て
培
わ
れ
た
技
術
力
を
発
揮
し
、
住

民
の
方
々
が
﹁
住
ん
で
み
た
い
﹂﹁
今
後
も
住
み

続
け
た
い
﹂
と
感
じ
る
よ
う
な
ま
ち
に
向
け
て
、

行
政
と
連
携
し
安
心
・
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
を
目
指
す
役
割
を
担
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
を
供
に
推
し
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

吉
田
　
紀
彦

　
豊
中
市
都
市
計
画
推
進
部   

市
街
地
整
備
課
長

一
九
五
六
年
　
広
島
県
生
ま
れ

　
　
　
　
　
　
大
阪
府
立
西
野
田
工
業
高
等
学
校
建
築
科
卒

一
九
七
五
年
　
豊
中
市
へ
入
庁

　
　
　
　
　
　
建
築
　
教
育
　
住
宅
行
政
等
に
携
わ
る

二
〇
一
四
年
　
四
月
よ
り
現
職

今
中
　
義
晃

　
豊
中
市
都
市
計
画
推
進
部
　 

都
市
計
画
室
　
室
長
補
佐

一
九
七
三
年
　
大
阪
府
生
ま
れ

　
　
　
　
　
　
近
畿
大
学
理
工
学
部
建
築
学
科
卒

一
九
九
五
年
　
豊
中
市
へ
入
庁

　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
　
建
築
指
導
　
都
市
計
画
等
に
携
わ
る

二
〇
一
三
年
　
四
月
よ
り
現
職

豊中市木造住宅等除却費補助制度
（庄内・豊南町地区）

建物の種別 補助率 補助限度額

木 造 共 同 住 宅
（アパート・文化等）（2／3）

5／6

（280万円／1棟）
350万円／1棟

木 造 共 同 住 宅を
含 む 併 用 住 宅

（210万円／1棟）
260万円／1棟

木 造 住 宅
（ 戸 建・長 屋 等 ）

（1／3）
5／12

（45万円／1戸）
55万円／1戸

木 造 住 宅 を
含 む 併 用 住 宅

（45万円／1棟）
55万円／1棟

その他木造建築物
（店舗・事務所等）

（65万円／1棟）
85万円／1棟

※上段：（H25年度）
　下段：H26年度

連
載 

第
七
回　

豊
中
市

大
阪
空
港
駅

豊中市域図

千里中央駅
少路駅

柴原駅

蛍池駅

豊中駅

岡町駅

曽根駅

庄内駅

服部天神駅

緑地公園駅

大阪モノレール

庄内・豊南町地区

阪
急
電
鉄
宝
塚
線
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理
事
会
報
告
　
　
　
文
責　

本
会
事
務
局

日
時　

二
月
十
八
日︵
水
︶十
六
時
～
十
七
時
三
十
分

場
所　

本
会
会
議
室

出
席　

理
事
三
二
名
、
監
事
二
名

︵
１
︶
決
算
見
込
み
・
予
算
素
案
に
つ
い
て

一
月
末
日
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、収
入
一四
一、三
四

四
、〇
一八
円
、支
出
一一
二
、九
八
五
、五
五
六
円
、差
引

二
八
、三
五
八
、四
六
二
円
を
報
告
し
て
承
認
さ
れ
た
。

二
十
六
年
度
収
支
決
算
の
見
込
み
は
、
約
五
七
〇
万

円
の
黒
字
収
支
差
引
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
を
報
告

し
て
承
認
さ
れ
た
。
主
な
要
因
は
、
先
月
に
続
き
建

築
物
耐
震
評
価
業
務
の
件
数
増
加
が
顕
著
で
あ
る
。

次
年
度
予
算
素
案
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
好
調
要

因
の
継
続
は
難
し
く
、
研
修
・
教
育
事
業
系
の
再

構
築
、
建
築
人
の
特
集
の
あ
り
方
の
見
直
し
な
ど

を
行
う
。
な
お
、
大
阪
府
立
病
院
機
構
へ
の
技
術

者
派
遣
は
、
今
後
の
業
務
内
容
が
不
明
確
で
あ
る

こ
と
で
委
託
契
約
は
難
し
く
、
予
算
計
画
へ
の
影

響
が
大
き
い
。
提
示
の
予
算
素
案
を
各
委
員
会
で

精
査
し
て
、
三
月
度
運
営
委
員
会
で
協
議
す
る
。

︵
２
︶
役
員
候
補
者
の
選
定
に
つ
い
て

平
成
二
十
七
・
二
十
八
年
度
理
事
・
監
事
候
補
者

選
考
委
員
会
に
よ
り
、
理
事
二
五
名
・
監
事
一
名

が
推
薦
さ
れ
て
承
認
し
た
。
新
任
役
員
は
、
五
月

定
時
総
会
に
付
議
し
て
決
議
い
た
だ
い
た
あ
と
、

次
期
役
員
は
、留
任
役
員
と
と
も
に
理
事
四
三
名
・

監
事
二
名
で
構
成
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

︵
３
︶
長
野
県
建
築
士
会
と
の
協
定
書
に
つ
い
て

平
成
二
十
八
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
﹁
真
田

丸
﹂
放
映
を
契
機
に
し
て
、
長
野
・
大
阪
の
両
建

築
士
会
が
活
動
や
諸
課
題
に
関
し
て
交
流
を
行
う

べ
く
協
定
を
締
結
す
る
も
の
で
、
長
野
県
建
築
士

会
の
提
示
に
よ
る
協
定
書
案
を
承
認
し
た
。
三
月

度
理
事
会
席
上
に
長
野
県
の
関
会
長
他
を
お
迎
え

し
て
調
印
す
る
予
定
で
あ
る
。

 

大
阪
ホ
ン
マ
も
ん
解
説

写
真　

田
籠
哲
也　

文　

牧
野
隆
義

　

大
阪
市
の
都
心
部
を
流
れ
る
大
川
に
架
け
ら
れ
た

銀
色
に
輝
く
桜
宮
橋︵
通
称
銀
橋
︶。都
心
部
で
あ
る

北
区
と
都
島
区
を
結
ぶ
橋
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
き
た
。し
か
し
、交
通
量
の
多
い
国
道
一
号
で
は
慢
性

的
に
渋
滞
が
発
生
し
て
い
た
た
め
、現
在
の
橋
は
残
し
、

新
た
な
橋
の
建
設
を
事
業
化
し
た
。そ
の
後
、安
藤
忠

雄
氏
の
設
計
で
新
桜
橋
が
完
成
。建
築
家
が
デ
ザ
イ
ン

し
た
橋
が
並
ぶ
と
い
う
珍
し
い
風
景
が
実
現
し
て
い
る
。

　

橋
は
大
正
時
代
に
第
一
次
都
市
計
画
事
業・天
満

蒲
生
線
の
附
属
橋
梁
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。意
匠
指

導
は
武
田
五
一
氏
が
担
い
、橋
の
製
造
は
汽
車
製
造
㈱

︵
後
に
川
崎
重
工
業
に
吸
収
合
併
︶が
担
当
し
、昭

和
五
年︵
一
九
三
〇
年
︶に
完
成
。総
工
費
は
当
時
と

し
て
は
破
格
の
一
二
八
万
円
で
、橋
の
規
模
は
、橋
長

一
八
八ｍ・幅
員
二
三ｍ・支
間
一
〇
四ｍ
で
、戦
前
で
は

日
本
最
大
の
ア
ー
チ
橋
で
し
た
。ま
た
、橋
周
辺
の
支

持
地
盤
が
悪
く
、支
点
沈
下
の
お
そ
れ
か
ら
三
ヒ
ン
ジ

ア
ー
チ
と
い
う
特
異
な
形
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

二
人
の
建
築
家
が
携
っ
た
新
旧
銀
色
に
輝
く
橋
は

﹁
造
幣
局
の
桜
の
通
り
抜
け
﹂が
開
催
さ
れ
る
四
月

末
に
、美
し
い
桜
と
一
緒
に
ご
覧
頂
き
た
い
。
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建
築
相
談

建
築
士
の
見
た
ト
ラ
ブ
ル
事
例
︵
二
十
六
︶

狭
い
敷
地
の
境
界
ト
ラ
ブ
ル

編
・
構
成　

橋
本
頼
幸

　

今
月
は
、相
談
員
の
太
田
昌
宏
様
に
話
題
提
供
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。境
界
ト
ラ
ブ
ル
は
絶
え
ま
せ
ん
。

特
に
大
阪
な
ど
の
大
都
市
の
狭
小
敷
地
で
は
な
お
の
こ

と
で
す
。そ
ん
な
事
例
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
例
①

　

注
文
住
宅
で
平
成
十
年
に
新
築
さ
れ
た
住
宅
。新

築
時
は
隣
地
境
界
か
ら
、壁
芯
ま
で
二
〇
〇㎜
で
鉄
骨

三
階
建
て
を
建
て
る
。建
築
中
、隣
地
建
物
の
屋
根
に

登
っ
て
の
作
業
が
あ
り
、隣
人
と
不
仲
に
な
る
。外
壁
漏

水
補
修
の
為
、隣
地
内
に
足
場
組
立
の
お
願
い
を
す
る

が
、聞
き
入
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
な
い
。せ
め
て
、敷
地

内
に
踏
み
込
ま
ず
、架
空
に
て
の
ゴ
ン
ド
ラ
作
業
を
提

案
す
る
も
隣
人
の
許
可
が
出
な
い
。周
辺
隣
人
と
の
関

係
が
悪
化
し
た
場
合
、場
合
、自
己
敷
地
内
で
完
結
で

き
な
い
よ
う
な
建
物
は
、維
持
管
理
が
大
変
で
あ
る
。

事
例
②

　

平
成
七
年
に
新
築
さ
れ
た
建
売
住
宅
。建
築
中
の

建
設
会
社
の
不
手
際
に
よ
り
、敷
地
境
界
ぎ
り
ぎ
り

︵
外
壁
か
ら
約
八
十
㎜
︶に
建
ち
、相
手
方
は
約
二
五

〇㎜
あ
り
購
入
当
初
か
ら
隣
人
に
入
る
な
と
言
わ
れ
た

と
の
こ
と
。最
終
的
に
建
物
で
隣
人
に
許
可
が
得
ら
れ

ず
窓
の
入
替
を
内
部
か
ら
施
工
し
た
。

事
例
③

　

三
軒
長
屋
の
建
物
の
奥
庭
に
増
築
し
、隣
地
の
外
壁

を
利
用
し
て
室
内
を
作
っ
た
。そ
の
後
、隣
地
が
解
体
さ

れ
た
た
め
、そ
の
部
屋
の
壁
が
な
く
な
っ
た
。補
修
が
出

来
ず
、解
体
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

建
て
る
時
は
な
ん
と
か
な
っ
て
も・・・

　

新
築
時
は
な
る
べ
く
広
く
建
て
た
い
と
思
い
、狭
い
敷

地
に
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
建
て
よ
う
と
し
ま
す
が
、補
修
の

際
非
常
に
困
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。路
地
が
あ
れ
ば

補
修
は
可
能
で
す
が
、隙
間
な
く
建
て
て
し
ま
う
と
、

隣
接
建
物
所
有
者
な
ど
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
と
、補

修
で
き
な
く
な
る
事
が
あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
極
端
な
例
は
減
っ
て
き
て
い
る

　

近
年
、瑕
疵
担
保
保
険
の
規
定
で
ほ
と
ん
ど
が
外
壁

に
通
気
層
を
と
る
工
法
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

新
築
工
事
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
を
と
る
た
め
に
も
、人
も
入

れ
な
い
ス
ペ
ー
ス
に
建
て
こ
む
と
い
う
極
端
な
事
案
は

減
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。ま
た
、﹁
建
物
を
築
造
す

る
に
は
界
線
よ
り
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離

を
存
す
る
こ
と
を
要
す︵
民
法
二
三
四
条
︶﹂も
広
く
認

知
さ
れ
、都
心
の
狭
小
敷
地
で
も
設
計
や
施
工
を
工
夫

す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、こ
の
規
定
も
隣
人
の
承
諾
が
あ
る
場
合
や

近
隣
で
そ
の
よ
う
な
規
定
が
あ
る
場
合︵﹁
前
二
条
の

規
定
に
異
な
り
た
る
慣
習
あ
る
と
き
は
そ
の
慣
習
に
従

う︵
民
法
二
三
六
条
︶﹂︶は
、必
ず
し
も
五
十㎝
離
隔
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、新
築
当
初
は
合
意
が

で
き
た
り
、慣
習
が
あ
っ
た
り
し
て
も
、将
来
に
わ
た
っ
て

約
束
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、所
有
者
が
変
わ
り
、

時
代
が
変
わ
る
と
考
え
方
も
変
わ
り
、ト
ラ
ブ
ル
に
な

る
事
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

境
界
上
に
立
つ
塀

　

街
を
歩
い
て
い
る
と
、控
壁
が
な
く
倒
れ
そ
う
な
ブ
ロッ

ク
塀
を
見
か
け
ま
す
。明
確
に
敷
地
内
に
あ
る
場
合
は

維
持
管
理
者
が
わ
か
り
ま
す
が
、敷
地
境
界
線
上
に
立
っ

て
い
る
場
合
や
、敷
地
境
界
を
決
め
た
時
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
真
ん
中
に
し
た
場
合
な
ど
は
、誰
が
維
持
管
理
を
す
る

か
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん

最
初
か
ら
明
確
に
決
め
て
い
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、気
付
か

ず
に
購
入
し
た
土
地
が
そ
う
だ
っ
た
場
合
も
あ
り
ま
す
。

維
持
管
理
も
考
え
て・・・

　

至
極
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、建
物
を
建
築
す
る

際
に
は
将
来
の
維
持
管
理
の
こ
と
も
考
え
て
、設
計・施

工
し
た
い
も
の
で
す
。
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グランフロント大阪
日建設計＋三菱地所設計＋NTTファシリティーズ
（実施設計では大林組、竹中工務店と協働）

　旧貨物ヤードがあった地に関西再生を賭けた『うめきた地
区』の先行開発として『グランフロント大阪』が竣工・まち
びらきし、早や 2 年を迎えようとしています。すっかり大
阪の正面玄関の風景として馴染み親しまれ、ビジネスマンや
買い物客をはじめ老若男女を問わず多くの人々が行き交う場
所となりました。これは建物や施設の機能整備だけでなく、
企画・計画段階から現在の運営にいたるまで「まちを育てて
いく・ひとが育っていく」ことを大きなテーマとして取り組
み、順調に進化していることの証左だといえます。
　グランドオープンとともに始まったさまざまなイベント、
情報発信、他に類を見ない水と緑あふれる駅前広場、カフェ
の賑わいが滲み出す公共歩道空間の実現、梅田界隈を周回す
るお散歩バスの運行やレンタサイクルなど、来街者が訪れた
くなる魅力づくりのための「まちの運営」が行われています。
また中核施設である『ナレッジキャピタル』では、未来の生
活を提案するショールームやシアター・コンベンション・カ
ンファレンスの充実などのほか、新しいビジネスを創り出す
原動力となる『ナレッジサロン』では「人と人が出会い、つ
ながり、新たな価値を創造する」をテーマとして好調なスター
トを切り、国内外の各方面からも注目されています。
　延べ 56 万㎡を超える「まちづくり」と、人が集い賑わう
場のための「ことづくり」。これらが高次元で融合したプロ
ジェクトであり、次の時代への挑戦です。
撮影：日建設計　文：岡田耕治　第34回大阪都市景観建築賞大阪府知事賞受賞作品
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